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■ 北京＋25 

ジェンダー主流化（gender mainstreaming）は、 

世界で、日本でどこまで進んだか           ２ 

「ジェンダー平等」という言葉が日常でも聞かれるようになりましたが、その 

達成のために不可欠なジェンダー主流化。そのために必要なジェンダー統計、ジェ 

ンダー税、ジェンダー予算など最近の国際的動向についての前CSW日本代表、 

橋本ヒロ子さんによる報告です。 

 

■ 衆議院選を終えて 

女性議員は増えず維新の急増するなかで               ３ 

女性の自殺者が急増したコロナ禍で自民党総裁選、新たに誕生した岸田新政権 

のもとで行われた衆議院選挙について船橋邦子代表による分析とこれからの課題 

についての提起です。 

 

■ これからの災害に備えて  

－被災地支援活動の経験からの提言－           ４ 

地震が頻繁に発生し、気候変動による異常気象で災害が多発しています。災害 

での最大の犠牲者は高齢の女性です。半世紀以上、防災や被災地支援活動に取り 

組んでこられた秦好子さんによる豊かな経験を踏まえて高齢者自身の自助対策を 

含めた提言です。 

 

■  北京行動綱領の検証⑤ 

女性に対する暴力 

ウィーン人権宣言から北京行動綱領－日本の現在          ５ 

 1993年にウィーンで開催された第2回国連人権会議では「ウィーン人権宣言」 

が採択され「女性の人権は人権である」と初めて明記されました。また、女性差別 

撤廃条約にはなかった女性に対する暴力が重要なテーマとなり「女性に対する暴力 

撤廃宣言」が出されました。その会議に参加した、湯前知子さんが会議を振り返り、 

会議を踏襲した北京行動綱領、その後の法制度・法改正について検証しています。 

   

■ 衆議院選当選者、オンライン意見交換会、世話人会ほか         ８ 
 

 


